
長万部町の人口は、昭和15年の約1
万5800人をピークに、昭和40年頃
から減少して現在では約6700人に
半減した。

長万部駅前の商店主や酪農家など

多業種の集まりである町おこしグル

ープ「おしゃまんべ夢倶楽部」が町の

活性化を図ろうと、花火大会やコンサ

ート・演劇などのイベントを続けてき

たものの決定的な解決策は無かった。

当時、マーケットリサーチの会社に

勤めていた白内守視さん（64歳）が中
国に出張した際に「虹が見えるほど農

薬をまいていた風景」を見て、これか

らは食の安全が大切だと考えて「街の

活性化は無農薬農業で取り組もう」と

提唱した。それを受けて、平成13年に
7人で活動を開始し、平成15年に本格
的な活動をするために認証を取り「N

POおしゃまんべ夢倶楽部」を設立し
た。「農業では食えない」ので、年金で

生活にゆとりのある定年退職者の力

を借りて「食える農業」になるまでの

基盤づくりをするために、民間（NP
Oおしゃまんべ夢倶楽部）として「移
住促進プロジェクト」の要である「ボ

チボチ村」を組織。ボチボチ村とは無

農薬農業の実践者とそれを応援する

応援団の全体を表す。平成21年現在、
町内外の応援団員数は370人。NPO
の組織は現在、理事が11人で参加会
員は商業者や移住者を中心に55人が
賛助会員となっている。

暮らしの相談

移住者の暮らし全般にわたって、相談

を受けている。冬の生活に慣れてい

ない移住者の細かな相談にのってあ

げたり、釣りのやり方を教えたりと、

民間のNPOならではの親身な対応を
している。

無農薬の市民農園

NPOおしゃまんべ夢倶楽部は市有地
を2ha借りて、町民や移住者に貸して
いる。この土地はもともと営林署が苗

畑にしていた17haの土地で、30年間
放置されていたもので、土壌調査した

ところ残留農薬は無く、無農薬栽培に

最適であった。

45区画を60人が利用。1区画30
坪、使用料は5000円／年で貸してい
る。一年ごとに抽選していて、最大2
画地まで利用できることにしている。

ホームページや口コミで噂が広が

り、無農薬農業にひかれた人たちが

相談に来ており、これまでに26人が
移住している。

移住者用住宅

教員住宅の空き家を移住者用住宅と

して、おしゃまんべ夢倶楽部が借り上

地元NPOが無農薬で移住者を呼び込む市民農園
ボチボチ村（北海道山越郡長万部町）

「おしゃまんべ夢倶楽部」理事の山内さん

おしゃまんべちょう

■プロジェクト実現のプロセス

■主な取り組み
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げて、移住者に貸している。戸数は12
戸、毎年の更新で家賃は5000～1万
5000円／月。

おしゃまんべ夢倶楽部は都会の定年

退職者らに無農薬野菜を作ってもら

う取り組みを平成17年から開始し
て、26人の移住者の実績をあげたこ
とで、北海道新聞の「北のみらい奨励

賞」を受賞。「中国ギョーザをはじめと

する昨今の食の安全問題がメディア

で騒がれ、無農薬農業の取り組みをす

るわれわれの追い風となってきた」と

夢倶楽部理事の山内惠二さんは話す。

「試験的に農園で採れた無農薬野菜を

ネット販売する予定だったが、結果的

には天候不良のため不作だったので

出荷できなかった。来年は再挑戦し

たい」と話す山内さん。

おしゃまんべ夢倶楽部では、移住

者と町民（ボチボチ村・村民）が収穫

した無農薬野菜をネット販売するた

めに、市民農園の耕作面積を拡張する

ことにしており、このシステムが確立

すれば移住者や無農薬農業の実践者

が増え、「若者が農業で暮らせる町に

なる」と期待している。

「将来的には、化学物質過敏症（CS）
発症者を受け入れる住宅や環境を作

り、安全な食、安全な住環境の中で無

農薬野菜を自ら作り、食べる生活をし

てもらいたいと考えている」とメンバ

ーの夢は膨らむ。

ボチボチ村農園に隣接する放牧地

も長年、無農薬なので、この一帯は無

農薬地域である。

「将来的には、長万部町をすべて無

農薬地帯にして、丸ごと無農薬の町と

してアピールしたい」と山内さんら

は、無農薬野菜の栽培を軸にして、さ

らなる活動計画を模索している。

無農薬農業を営むボチボチ村の人 （々3点とも）

●市民農園

所在地：長万部町字都富野117-16の一部
土地面積：約20ha（196947m2）
地　目：原野
経　緯：十数年前に林野庁から取得。

当初は東京理科大学のキャンパス拡張用
地等の利用を考えて取得したが、特定利用
しないで放置された土地

貸　付：長万部町は移住促進を図るためにおしゃ
まんべ夢倶楽部に無償で貸与

おしゃまんべ倶楽部が特定農地貸付法に
より市民農園として運営

●教職員宿舎

棟　数：10棟15戸
運　営：おしゃまんべ夢倶楽部が町から無償貸与

を受け、一般に体験住宅として賃貸して
いる。町では無償貸与の条件として補修
管理を義務付けている
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■今後の取り組みと工夫

■無農薬野菜のネット販売

■化学物質過敏症（CS）
発症者の住環境の創設
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